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課題：性能だけではなく関係性も

• ロボットが工場、病院、学校、公共空間などへ

• 「何ができるか」→「どのような関係性を作るか」

• 人間中心とはどういうことか？
• 人ー機械関係性：最終責任だけ人間に残して、実質的判断はAIはOKな
のか？
• Human in the loopであればOKではない

• 人ー人の関係性：AI導入によって熟練者・新人・管理者の役割はどう
変わるか

• 人がどのような「主体」として他者・環境・技術と関われるか、
そして関わりたいかを設計すること



学生×製造業

https://sites.google.com/g.ecc.u-tokyo.ac.jp/ema/projects/manufacturing-and-well-being/future-of-manufacturing-project-with-students

トヨタ未来工場チームからのメッセージ
「 10年後の未来を見据え、技術がさらに進化した時
代に“人が人らしく働ける”ことを目指しています。

生産性とやりがいを両立させた、人が中心となる持続
可能なモノづくりを学生の皆さんとともに考えたいで
す。」

本プロジェクト担当の西尾  匡弘さん（トヨタ自動車
株式会社）からのメッセージ

「彼らのレポートを読むと、単にトヨタの工場を 『 見物』 し
たのではなく、しっかりと 『 見学』 したことがはっきりとわ
かります。

事前に調査をしていたとはいえ、現地での限られた 2日間と
いう時間の中で、これまで自分たちが学び経験してきたこと
を基に、日本の製造業を肌で感じ、分析・思考し、若者らし
い率直な提言をしてくれたことに感謝しています。私たちに
とっても大変貴重な機会であり、多くの気づきを得ることが
できました。

この成果をここで終わらせるのではなく、新たな製造業の未
来へとつなげていくことが重要だと考えています。 10年後、
20年後に日本の製造業がどのように変わっているのか、ぜひ
答え合わせを楽しみにしていてください。」

学生レポートのタイトル
「ビジョンメイキング：夢の対象ではな
く、夢を描かせる企業へ」
ー 製造業は単にモノを作って売る産業では
なく、社会の基盤であり文化の一部であ
る。

「成功ゆえのジレンマを超えて」
ー 私たちの世代は、成功ゆえ生まれた製造
業のジレンマを乗り越えなければならな
い。

「利益だけではない企業の価値 トヨタ工
場で考える「人に優しい会社」  」
ー 「変化するライフスタイル」を、単なる
消費行動の変化ではなく、「人々が幸せを
感じるケースの多様化」と捉え直すことか
ら始めた。

「製造業の未来を通じて自身の未来を見つ
める」
ー 特に、どの現場にも共通していたのは、
人優先の姿勢であり、フィジカルな人と
人、人と職場のつながりを重視しつつも、
ロボティクスや AIといった先端技術をどの
ように活用し、工場で働く人々のモチベー
ションや技能向上を支えるかという意識で
した。

日時：2026年９月

対象：大学院生

内容：製造業の現場見学＋関係者との
ワークショップに参加



協調領域を作ること

• 企業横断で考えられる協調領域とは？

• ASPIREのプロジェクト
• 異なる組織・専門性・立場をつなぎながら、課題設定や未来構想、社
会実装に関わっている人異なる組織・専門性・立場をつなぎながら、
課題設定や未来構想、社会実装に関わっている人

• その人たちが考える「未来像」「関係性」について、製造業にかかわ
りのない学生とともに考えていくプロジェクト
• 若い世代は、人と機械が働く未来をどうとらえるか？

• 異分野の視点はどのようなものか？

• 対話体験は学生自身の考えに何をもたらすか？



What kind of vision?

5

Machine works
Human supervises

Human-Machine collaborations Machine-supported 
communication

Generated by ChatGPT



必要とされる人材

• 「どこまで何を任せるのか」「何は人がやるべきなのか」を考
えられる人材

タスク分けワークショップ
https://sites.google.com/g
.ecc.u-tokyo.ac.jp/task-
sharing/home





“What is infrastructure”ではなく
”When is an infrastructure?” (Star & Ruhleder, 1996)

• インフラは単なるモノではなく、ある実践に対して何が背景化
し、何が見えなくなり、何が壊れたときに初めて見えるのか、
という関係的なものとして捉える、という議論

• 「インフラ」は目に見えるハードなものだけでなく、それを支
える標準、分類、現場の調整作業、専門職の判断、責任分担、
教育、人材育成などの不可視のインフラも見る必要がある

• AIを入れることで、それまで見えなかった仕事や摩擦が可視化
される

• AI導入をきっかけとして、既存の「当たり前」を再構築し、価
値の再定義を行うことが現在求められているのでは？



•コリングリッジのジレンマ
• 技術が社会で使われる前にその影響力を予測すること
は難しい

• 一度普及してしまった技術は制御するのが難しい

•「社会実験」ではなく「実験社会」

•私たち一人一人の役割と責任とは？

•どのような生き方・働き方を目指す？

•未知の「答えのない」最先端技術の影響を踏まえ、
将来の社会や技術を考える活動が必要


	スライド 1: フィジカルAI時代の人間中心設計とは？ 何を機械に任せ、何を人が担うのか
	スライド 2: 課題：性能だけではなく関係性も
	スライド 3: 学生×製造業
	スライド 4: 協調領域を作ること
	スライド 5: What kind of vision?
	スライド 6: 必要とされる人材
	スライド 7
	スライド 8: “What is infrastructure”ではなく ”When is an infrastructure?” (Star & Ruhleder, 1996)
	スライド 9

